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心　文　内　容　の　要　旨

　目的

　小児の各種中枢神経感染症および脱髄性疾患患児に

おける髄液内IgGの変動から，これら疾患における神

経免疫学的動態を究明することを目指した．

　方法

　1．対象：中枢神経感染症および脱髄性疾患患児68

発く1～15歳の小児，無菌性髄膜炎30例，脳炎19例，

化膿性髄膜炎11例，多発性硬化症2例およびギラン・

バレー症候群6例）と同年齢の非神経疾患患児30名（対

照群）．

　2．髄液および血清のIgGおよびアルブミン（Alb）

濃度を測定し，各例毎にIgG比（髄液IgG濃度／血清

IgG濃度），　Alb比（髄液Alb濃度／血清Alb濃度）IgG

指数（IgG比／Alb比），　IgG合成率〔（髄液IgG　血清

IgG／369）　（髄液Alb一血清Alb／230）×（血清1募G／

血清Alb）×0．43〕×5を導出した．

　結果

　1）髄液IgG濃度，　IgG比，　Alb比は，全例が対照値

に比し有意に高値を示した．

　2）IgG指数および合成率は，無菌性髄〔膜炎以外の中

枢神経感染症および脱髄性疾患で有意に高値であっ
た．

　3）化膿性髄膜炎における髄液IgG比，　Alb比の上

昇は，他の感染症に比し，より高度であった．

　4）脳炎例はIgG指数の選択的上昇を示した．中で

もSSPE　3例は髄液蛋白濃度正常ながら，　IgGの濃

度，指数および合成率は，急性脳炎に比し有意に高値

を示した．

　5）各種IgG指標の異常率は，濃度51％，　IgG指数

34％，合成率46％で，統計的有意差はなかった．

　考察

　髄液中IgG，　Albは，血液脳関門（BBB）を通じて血

清から移行した成分と，髄腔内で生産された成分とか

らなる．BBB障害ではAlb比上昇がIgG比のそれよ

り高度であるが，髄腔内IgG合成充進では，その逆で，

IgG濃度，指数および合成率の上昇を来す．

　本研究では，無菌性髄膜炎を除く他の全ての中枢神

経感染免疫性疾患において，髄液IgGの各種指標の有

意高値を認めた．しかし化膿性髄膜炎ではIgG濃度，

IgG比，　Alb比の著増に比べ，　IgG指数の上昇は顕著で

なく，亜急性脳炎および脱髄性疾患ではIgG指数およ

び合成率の上昇がより顕著であった．これらの相異は，

各疾患におけるBBB障害とIgG合成詠進の両因子の

相対的関与度の相異によるものと考察した．

　結論

　本研究の結果，小児の各種炎症性神経疾患において，

BBBの障害とIgGの髄腔内産生充進とが，疾患に

よってそれぞれ異なる程度で生じていることが示され

た．
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論文審査の要旨
　本研究は，小児期の各種中枢神経感染症および脱髄性疾患患児について，髄液中および血清中の免疫グロブ

リンG（lgG）とアルブミン濃度を測定し，　IgG指数およびIgG合成率が異常高値を呈することを確認したが，

IgGの各種指標の異常値のパターンは疾患により異なり，化膿性髄膜炎などの原発性感染症では血液脳関門障

害による血清IgGの受動的移行が，また脱髄性疾患および亜急性脳炎ではIgGの髄腔内産生充進が，夫々主要

因を成すであろうことを推定させる所見を見出した．これは小児の炎症性中枢神経疾患におけるIgGの体内

動態の解明に寄与する，学術上価値ある研究である．
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